
 

福島第一原子力発電所６号機第１８回定期検査における当社の取り組み 

 

平成１６年 ９月２８日 

福島第一原子力発電所 

 

１．定期検査について 

福島第一６号機については，平成１５年９月３０日から第１８回定期検査を開始し，

順次電気事業法第５４条に基づく原子力安全・保安院（又は原子力安全基盤機構）の定

期検査を受検しております。 

なお，平成１６年９月２７日までの実績としては，起動前に実施する５１項目のう

ち４１項目が終了しております。 

                           （添付資料－１，２，３） 

 

２．原子炉再循環系配管及び炉心シュラウド等の応力腐食割れ対策工事及び点検につい

て 

（１）原子炉再循環系配管等の応力腐食割れ対策工事及び点検状況 

原子炉再循環系配管等の継手 150 箇所のうち 148 箇所については応力腐食割れ

対策を実施しているため原子力安全・保安院指示文書※の対象外です。応力腐食割

れ対策を実施していなかった原子炉再循環系ポンプ出口配管にある除染座２箇所

については，今回の定期検査において取替を実施するとともに応力腐食割れ対策

である内面肉盛工法を実施しました。なお，原子炉再循環系配管の４箇所の溶接

線については，ＩＳＩ（供用期間中検査）の計画に従い平成１５年１２月に点検

を行い，異常の無いことを確認しました。         （添付資料－４） 

※：経済産業省平成１５年４月１７日付け平成 15･04･09 原院第 4号「炉心シュ
ラウド及び原子炉再循環系配管等のひび割れに関する点検について」，経済産

業省平成１５年１２月３日付け平成 15･11･14 原院第 10 号「発電用原子力設

備における破壊を引き起こすき裂その他の欠陥の解釈について」 

 

（２）炉心シュラウドの点検状況 
原子力安全・保安院指示文書※にてシュラウドの点検指示が出されたことを受け

て平成１５年１０月１８日～平成１５年１１月３日に点検を実施しました。シュ

ラウドの目視可能な全ての溶接線について水中カメラを用いて調査を行った結果，

ひびの様相は確認されませんでした。           （添付資料－５） 

※：経済産業省平成１５年４月１７日付け平成 15･04･09 原院第 4号「炉心シュ

ラウド及び原子炉再循環系配管等のひび割れに関する点検について」 
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 （３）制御棒駆動機構ハウジングスタブチューブの点検状況 

中部電力（株）浜岡発電所１号機で発生した応力腐食割れによる制御棒駆動機

構スタブチューブ下部溶接線からの漏えいの水平展開として原子力安全・保安院

指示文書※にて点検指示が出されたことを受けて，浜岡１号機で漏えいが発生した

部位と同様の溶接施工を採用している１０８本について目視点検を行い異常のな

いことを確認しました。                （添付資料－５） 

また，溶接による残留応力が応力腐食割れ発生の原因の一つとされているため，

残留応力改善対策として当該１０８本に対しレーザピーニングを行いました。 
※：経済産業省平成１４年５月１３日付け平成 14･05･09 原院第 7号「沸騰水型

原子炉施設における制御棒駆動機構ハウジングスタブチューブ下部溶接部の

点検について」 

 
３．定期検査に実施した主要な改造工事の概要 

（１）残留熱除去系熱交換器及び出入口配管取替工事 

原子炉残留熱除去系の熱交換器（Ａ，Ｂ）について，伝熱管の伝熱面積を確保

するため，同一設計の熱交換器に取替えました。取替えにあたっては，管束，胴，

水室を一体で行い被ばく線量の低減を図りました。 

また，熱交換器の取替えに伴い，施工上の必要性から熱交換器の入口及び出口

配管の一部を撤去し，熱交換器取替後復旧しました。 

                               （添付資料－６） 

 

（２）残留熱除去系蒸気凝縮配管撤去工事 

 残留熱除去系の機能の一つである蒸気凝縮モードで使用する配管については，

浜岡１号機で発生した配管破断の対策として，当該モードを使用しないこととし，

残留熱除去系蒸気凝縮配管を撤去しました。 

                               （添付資料－７） 

 

（３）制御棒駆動水圧系配管取替工事 

制御棒駆動水圧系配管のうち，原子炉格納容器内側及び原子炉格納容器配管貫

通部３８１本（挿入配管１８５本，引抜配管１８５本，予備貫通部；１１本）に

ついて，予防保全の観点から耐食性に優れた材料（材料：SUS304TP→SUS316LTP）

に取替えました。 

なお，原子炉格納容器外側の制御棒駆動水圧系配管について目視点検を実施し

ました。その結果，一部の配管表面（４本）に錆およびアークストライク，グラ

インダーと思われる傷が発見されました。４本の配管については，いずれも強度

計算上の必要肉厚に対して十分余裕はありましたが，予防保全として同仕様の配

管に取替えました。 

                               （添付資料－８） 
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 （４）主復水器管束取替工事 

主復水器の熱交換性能の向上，プラント運転中の冷却管リークポテンシャルの

低減等を図るため主復水器細管の材質をアルミニウム黄銅管からチタン管に全数

取替えました。 

                               （添付資料－９） 

 

４．圧力抑制室における異物について 

平成１５年９月１７日に当所２号機で圧力抑制室内（以下Ｓ／Ｃ内）において異物が

発見されたことを受け，６号機は，平成１５年１０月２４日～１１月６日にＳ／Ｃ内の

点検を実施したところ，小さなシート片，ゴム片，テープ片，塗膜片等を発見し回収し

ました。 

これらの異物によるプラントの安全性評価については，平成１５年１１月７日に原子

力安全・保安院に報告しました。 

発見された異物のうちストレーナを塞ぐ可能性のあるシート片やテープ片類の総面

積とストレーナ表面積との比較評価を行った結果，仮にこれらの異物が１つのストレー

ナに吸着されたとしても炉心冷却機能に影響を与えるものではありませんでした。 

また，原子炉格納容器漏えい率検査前の平成１６年６月２４日～７月１５日にＳ／Ｃ

内の最終点検を実施し，ビニール袋等の９個の異物を回収しました。 

回収した異物は何れも古いものであったことから，今回の最終点検の際に混入したも

のではなく，昨年１１月に実施したＳ／Ｃ内点検作業にて回収されなかったものが水位

変動等により移動して今回確認されたものと推定しました。 

  今後の異物混入防止対策としては，下記の対策をしています。 

   ・Ｓ／Ｃ入口マンホール部，Ｄ／Ｗベント管部の開口部養生の徹底 

   ・定期検査毎のＳ／Ｃ内保有水の浄化の実施 

   ・Ｓ／Ｃ内塗装状況の点検と頻度の見直し 

   ・Ｓ／Ｃ内の靴管理の強化 

   ・専任監視員による持ち込み物品等に対する監視強化 

   ・作業エリア近傍の開口部の養生 

   ・エリアの整理・整頓・清掃の実施 

                            （添付資料－１０，１１） 

 

５．原子炉格納容器漏えい率検査について 

６号機の原子炉格納容器漏えい率検査は，発電所で制定した「厳格な立入検査後にお

ける原子炉格納容器漏えい率検査の実施方針について」（平成１６年１月２８日制定 

平成１６年５月２０日（改訂２））に基づき，ＪＥＡＣ４２０３－１９９４（電気技術

規程－原子力編－原子炉格納容器の漏えい試験；（社）日本電気協会発行）の要求事項

を十分理解した上で，検査に係る実施箇所が責任を持って計画・実行し，この実施に係
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る過程の中で必要な品質を作り込み，自らが検査することによって品質を確認し，漏え

い率検査の目的を果たすことを基本として実施しました。 

原子炉格納容器漏えい率検査については，平成１６年５月１７日から計器調整やバウ

ンダリ構成等の準備作業を進め，９月９日よりバウンダリ構成を開始し，９月１４日～

１５日に社内検査データ，９月１６日～１７日に定期検査データを採取しました。 

 

主要工程 
計器調整等 

準備作業 

バウンダリ 

構成 

加圧，漏えい 

確認 
漏えい率測定 復旧 

日 程 H16/5/17 ～ 9/9～9/12 9/13～14 9/14～17 9/17～18 

 

原子炉格納容器漏えい率検査結果は，判定基準である１日当たり０．４５％以下を下

表の通り満足することを確認しました。 

 

 実施日時 測定値 判定値 

社内検査 
9 月 14 日 20:30 ～ 

9 月 15 日  20:30 
0.009 ％／日＊

定期検査 
9 月 16 日 10:30 ～ 

9 月 17 日 10:30 
0.021 ％／日＊

0.45 ％／日以下 

                             ＊：９５％信頼限界（上の限界） 

 

先に実施した福島第二・２号機において，インリーク傾向が見られた件に関して，以

下について実施することとしています。 

・ 室温データを採取し，検査記録として保存する。 

・ 室温の変動による漏えい量（漏えい率）の影響評価を実施する（インリーク傾向

が見られた場合に実施）。 

・ 室温と漏えい量の関係をグラフにして保存する。 

当所６号機においても室温のデータを採取し，室温と漏えい量の関係のグラフを作成

して，これらを検査記録として保存しています。 

なお，漏えい率検査の測定値については，社内検査時の値が立会検査時に比べて若干

低めとなっています。これは，社内検査データ測定時には室温が低下傾向でありました

が（検査開始時から検査終了時で約１℃低下），立会検査データ測定時には室温が安定

してきたことによるものと推定します。 
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６．美浜発電所３号機配管破損事故に係る対応について 

関西電力（株）美浜発電所３号機２次系配管破損事故に鑑み，平成１６年８月１１

日付にて，経済産業省指示文書※から配管減肉事象に係る点検に関する指示を受けまし

た。 

この指示に基づき，当社原子力発電所における対象設備（復水系統，給水系統，主

蒸気系統，抽気系統及びドレン系統に係る配管）の点検実施状況を調査した結果，対

象箇所に抽出もれのないこと，当社の管理方法が加圧水型軽水炉における２次系配管

肉厚の管理指針に照らして適切であること，ならびに配管の減肉管理が適切に実施さ

れていることを確認し，当社としての報告書をとりまとめ，平成１６年８月１８日付

で経済産業大臣に提出し，その後８月２５日に点検箇所等を修正しました。 

６号機については，念のため，美浜３号機事故の類似箇所である復水流量計オリフ

ィス下流の肉厚測定を平成１６年８月２０日に実施（１箇所）し，問題のないことを

確認しました。 

さらに流量計下流エルボ等流体の乱れが発生する箇所及び東北電力（株）女川発電

所２号機で発生した低合金鋼の減肉の類似箇所について，９月１５～１８日に配管の

肉厚測定（１２箇所）を追加実施し問題ないことを確認しました。 

（添付資料－１２） 

※：経済産業省平成１６年８月１１日付け平成 16･08･11 原第 8号「配管減肉事

象に係る点検に関する報告徴収について」 

 

７．定期検査中に発生した主な不具合事項について 

 （１）制御棒駆動機構ハウジングスタブチューブ洗浄装置部品落下及び原子炉圧力容

器への応力改善装置部品の脱落について 
    ①洗浄装置部品落下 

平成１５年１１月１８日，制御棒駆動機構ハウジングスタブチューブの点検

前の洗浄作業を実施していたところ，洗浄装置引き上げの際に当該装置が炉心

支持板に接触し部品の一部（ボルト４本，バネ座金４個，着座部１個，六角穴

付ボルト頭３個）が原子炉圧力容器内に落下しました。 
落下した原因は，当該装置着座部が炉心支持板に接近した際，操作員が誤っ

てホイスト（吊り装置）を高速に切り替えてしまい，すぐに停止させることが

出来なかったこと，着座部等装置の一部に凹凸があり炉心支持板に引っかかる

恐れのある構造であったことが考えられます。 
再発防止対策は以下のとおりです。 

・カメラによる監視に加え，洗浄装置が注意ポイント（炉心支持板，上部格

子板等）近傍に位置していることを示すマーキング（補助ホイストのワイ

ヤーロープに黄色テープを貼る等）を行う。 
・炉内構造物に引っかかり易い特殊治具を使用する場合には，微動作可能

な電動ウィンチ等を使用し，上下動作を行う。 
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・燃料交換機補助ホイストを使用する場合は，押しボタンが容易に低速か

ら高速へ切り替わらないようにカバーを取り付ける等工夫する。 
・炉内で使用する特殊治具は，設計可能な範囲で炉心支持板，上部格子板

等を通過する際に引っかかりにくい構造のものとする。 
なお，落下した部品は全て回収し，また接触した炉内構造物についても水中

テレビカメラにて健全であることを確認しました。 
②応力改善装置部品脱落 
平成１５年１２月２０日，制御棒駆動機構ハウジングスタブチューブの応力

改善作業を実施中，当該装置の一部が制御棒駆動機構ハウジングスタブチュー

ブおよび原子炉圧力容器底部に接触し，ボールベアリング鋼球（直径 0.7ｍｍ）
が脱落しました。 
原因は，応力改善装置を制御するプログラム上の問題により，当該装置の一

部が制御棒駆動機構ハウジングスタブチューブおよび原子炉圧力容器底部に

接触し，直ちに装置が停止しなかったことによりベアリングケースが変形した

ためと分かりました。 
再発防止対策として，当該装置を制御するプログラム上の問題を改良すると

ともに，万一当該装置が炉内構造物と接触した場合はこれを検知し，当該装置

が自動停止するよう改良いたしました。 
なお，探索可能な炉内全域および当該装置周辺の回収作業を実施し，炉底部

全体の吸引清掃，炉底部確認を実施すると共に，接触した炉内構造物について

も水中テレビカメラにて健全であることを確認しました。 
                               （添付資料－１３） 

 

 （２）原子炉建屋内での水漏れについて 
平成 16年７月 16日，原子炉圧力容器等の漏えい検査準備のために原子炉圧力

容器を加圧していたところ，原子炉建屋１階の残留熱除去系熱交換器（Ａ）室の

外壁近傍において，残留熱除去系（Ａ）系の過圧防止安全弁取り出し配管の溶接

部に発生したひびから水漏れが発生しました。 
水漏れの原因は，残留熱除去系格納容器外側隔離弁が完全に閉まっていなかっ

た状態で漏えい検査のための加圧を行ったため，当該系統に通常以上の圧力が加

わり，ひび割れの貫通部から漏えいしたものです。 
ひびの原因は，建設時の溶接部に融合不良が発生していたところに，残留熱除

去系（Ａ）系の定例試験運転などによる配管の振動が繰り返し加わったため，微

少なひびが発生・進展し，貫通に至ったものです。 
なお，ひびは当該部のみであり，残留熱除去系（Ｂ）系および（Ｃ）系につい

ては，問題のないことを確認しています。 
また，残留熱除去系の格納容器外側隔離弁が完全に閉まっていなかった原因は，

原子炉圧力容器等の漏えい検査準備のために当該弁の開度を調整できるように電
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気回路の措置を実施していた状態で，漏えい検査前に当該弁を閉めたため，中央

操作室のランプ表示は全閉になったものの，弁自体は完全には閉まらなかったた

めです。 
再発防止対策として，以下の対策を実施しました。 
・当該部の溶接方法を変更し，疲労強度の高い形状にする。 
・当該隔離弁の開度調整処置の復旧を手順書に明記する。また，原子炉圧力容

器加圧時に残留熱除去系等の低圧系統に圧力上昇がないことを確認する。 
・関係者による，本事象に関する事例検討会を実施する。 

                               （添付資料－１４） 

 

 （３）制御棒駆動水圧系配管取付部からの水にじみについて 

平成 16年８月４日から開始した原子炉圧力容器等の漏えい検査において，８月
５日，原子炉圧力容器下部にある制御棒駆動水圧系配管（以下ＣＲＤ配管）取り

付け部に水のにじみがあることを発見し，調査した結果，当該ＣＲＤ配管の取り

付け溶接部に微細な指示模様が確認され，水漏れは当該部から発生していること

が分かりました。 
原因は，今定期検査中に実施したＣＲＤ配管取替工事における溶接作業により

溶接部内に微小な空洞が発生し，その後，当該部の耐圧試験で溶接部表面が開口

して貫通に至ったものと推定いたしました。 
対策としては，当該溶接部の補修溶接を実施しました。また，溶接部内の微小

な空洞の発生を防止するため，水分や異物の付着防止および溶材金属の取り付け

位置の確認を徹底することとしました。 

                               （添付資料－１５） 

 

８．再発防止と信頼回復に向けた取り組みについて 

（１）『４つの約束』に対する具体的な取り組み 

 平成 14 年９月 17 日に，当社原子力発電所における点検・補修作業に係わる不祥

事の再発防止対策として，以下に記す「情報公開と透明性確保」，「業務の的確な遂

行に向けた環境整備」，「原子力部門の社内監査強化と企業風土改革」及び「企業倫

理の徹底」の『４つの約束』をお示しし，これに全力を挙げて取り組んでおります。 

①情報公開と透明性の確保 

ａ．地域情報会議への情報提供 

平成 15 年１月に，立地地域により設置された「福島県原子力発電所所在町情報

会議」のメンバーの皆さまに，原子力発電所の業務運営に関する情報を公開し，

発電所の運営が適切に行われていることをご確認していただいております。 

ｂ．原子力安全・品質保証会議の設置 

平成 14 年 12 月 19 日には社外有識者で構成する「原子力安全・品質保証会議」

第１回を開催し，それ以降８回実施しており，第三者の視点から原子力安全・品
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質監査を総合的に審議していただくとともに，原子力安全・品質に関する監査テ

ーマの選定，監査報告の審議と改善案の提言をいただいております。 

 

②業務の的確な遂行に向けた環境整備 

ａ．企業倫理相談窓口の開設 

平成 14 年 10 月 31 日には「企業倫理相談窓口」を開設し，社内外から当社の業

務運営や仕事の進め方などにおける企業倫理に関わる問題のご指摘や相談を受け

付けるとともに，当該窓口にいただいているご指摘のうち，原子力発電所施設等

に関するものについては，立地地域ならびに社会の皆さまからの信頼，安全・安

心の確保の観点から，平成 16 年３月５日より，当社ホームページにおいて公開し

ています。 

ｂ．不適合管理委員会の設置 

不適合管理の基本ルールを「不適合管理マニュアル」として，平成 15 年２月に

制定し,不適合報告方法の改善等を含めた不適合処理のプロセスを明確にしてい

ます。不適合管理の事象別区分は不適合管理委員会にて決定しています。 

６号機において，平成 15 年４月１日～平成 16 年９月 13 日までに発生した不適

合事象は合計 1,559 件です。 

ｃ．組織改編 

発電所の品質保証・安全管理体制を強化するために，２回にわたり組織改編を

実施しました。 

平成 16 年１月には，新たに「品質・安全部」を設置し，所管ライン外から部門

横断的なチェックを行う体制を整備・強化しました。 

また，保全業務の責任を明確にするために，従来の保修部を廃止して，プラン

ト工事の設計部門と実施部門を統合した「第一保全部」（1 号から４号機を所管）

と「第二保全部」（5号及び６号機を所管)を設置し，工事の計画から実施までを一

貫して行う体制へ整備しました。 

平成 16 年７月には，原子力発電所長の下に 1号から 4号機のユニットの運転管

理および保全業務に関して権限を有する「ユニット所長（１～4 号）」と 5 号及び

6 号機の権限を有する「ユニット所長（５・６号）」を設置しました。また、運転

管理業務を明確にするために，従来の発電部を廃止し運転業務と運転支援業務を

統合した「第一運転管理部」（1号から４号機を所管）と「第二運転管理部」（5号

及び６号機を所管)を設置しました。新たに設置された「運転管理部」と「保全部」

をユニット所長の下に配置し，ユニットの運転管理と設備保全について一貫した

責任体制を構築しました。 

専属のユニット所長（５・６号）が配置されたことに伴い、ユニットの情報は

タイムリーにユニット所長に伝達され，きめ細かな指導・指示ができるようにな

りました。また，所管するユニットの現場パトロールの実施、不適合情報の検討，

各部各グループとのコミュニケーションといった現場・職場管理の充実に努め，
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原子力安全を最優先にした運転管理と設備保全を推進しております。 

 

③原子力部門の社内監査の強化と企業風土の改革 

平成 14 年 10 月に本店内に原子力部門から独立した社長直属の「原子力品質監査

部」が設置されるとともに，平成 14 年 11 月には当発電所内に「福島第一品質監査

部」（原子力品質監査部の駐在機関として８名）が設置されました。同部は発電所に

常駐し，日常業務や不適合事象の処理状況等について第三者的な立場から監査を実

施しています。 

監査結果は，社外有識者で構成される「原子力安全・品質保証会議」に報告され

るほか，社長に直接伝達され，当社のホームページ上にも公開をしています。 
 

④企業倫理遵守の徹底 

ａ．企業倫理遵守の徹底  

平成 14 年１０月に，企業倫理委員会を設置し，企業倫理遵守の徹底に向けた推

進体制を整備しました。企業倫理委員会は社外の有識者にも参加いただき，企業

倫理遵守のための活動方策の策定・展開，企業倫理に反する事案の調査・対応な

どの審議を行っています。本委員会は、平成 1４年１０月３１日に第１回開催以降

これまでに第１３回開催しております。  

発電所における企業倫理研修については，企業倫理担当や社外講師による集合

研修，ビジネスマナー（挨拶・身だしなみ）の徹底，行動基準の唱和，オフィス

クリーンなど規律ある職場づくりのための「変えよう！変わろう！福一キャンペ

ーン」を展開して浸透・定着させる活動を継続しています。 

ｂ．原子力再生活動  

再発防止と信頼回復を確実に継続していくために，「原子力再生活動」を展開し

ています。本活動は変革の推進役となりうる実務者レベルを中心にリーダーシッ

プ開発研修を受講させ，習得した手法を活用して業務プロセス改善（仕事の単純

化・標準化，責任と権限の明確化，成果を指標で把握）を三店所一体となって実

施中であります。

 

（２）現場重視の再発防止対策の取り組み状況（『３つの約束』） 

上記の『４つの約束』を実践しつつ，その後も，地域の皆様から， 

○徹底した情報公開と常に緊張感を持った対応をしてもらいたい。 

○協力企業を含めた企業システムの見直しを図り安全確保をより確かなもの

にしてもらいたい。 

○品質保証活動の一層の徹底について更なる取り組みの強化を図ってもらい

たい。 

など，多くのご意見を頂いていることから，安全最優先の考え方を徹底するとと

もに，地域の皆さまの安心を確かなものとするため，平成 15 年７月 10 日には，

 9



現場を重視した再発防止対策の取り組み強化として①安全管理の徹底，②協力企

業とのコミュニケーションの強化，③情報公開の徹底の『３つの約束』をお示し

し，「協力企業の方々と一緒になって現場を重視した再発防止への取り組みを強

化」に取り組んでいます。 

 

①安全管理・品質管理の徹底 

ａ．品質保証教育の徹底 

品質保証に関する教育を強化するとともに，マニュアル重視体制に移行するシ

ステムを強化し，発電所員全員に対して品質保証（ＩＳＯ）教育を継続実施して

います。また，受講者に対しても反復教育（１回/年）を計画しています。 

ｂ．品質保証体系の見直し 

規程・マニュアルが複雑な体系になっていたことや責任と権限が明確になって

いない等を踏まえ，規程マニュアル類について第三者評価を受けると共に，原子

力発電所共通の二次文書を制定し，発電所側で制定している三次文書の整理，統

合，改訂（JEAC4111（原子力発電所における安全のための品質保証規程）への適

合）を進め，順次見直しを行っております。 

ｃ．技術力維持向上策の推進 

協力企業を含めた発電所全体の技術力維持向上策の一環として，当社技能訓練

センターを開放し各社で持つリソースを有効活用するなど，協力企業を含めた発

電所全体の技術力維持向上策を実施中です。 

ｄ．現場管理の改善 

６号機（平成 15 年９月開始）の定期検査では，情報の共有・コミュニケーショ

ン促進の場としてサテライトオフィスを設置し，定検業務を的確かつ効率的に進

めております。 

ｅ．異物混入撲滅対策 

平成 15 年９月に発見された圧力抑制室内への異物混入問題に端を発し，当社社

員及び全員で異物混入防止に対する認識を共有するとともに，ハード面，ソフト

面の対策を実施しています。 

具体的な取り組みとしては，当社幹部が協力企業の朝礼に参加し異物管理の重

要性の説明及び発電所で働く企業全員で取り組まなければならない課題と位置付

け，平成 15 年 11 月 28 日には異物混入防止策発表会(協力企業に自ら検討し実施

していく内容について発表を行う場)を設けるなど，意識の高揚ならびに情報の共

有を図っています。 

ｆ．クリーンアップ作戦の展開 

上記異物混入問題を踏まえ，現場の４Ｓ（整理，整頓，清掃，清潔）が現場管

理の基本と位置付け，所員自らが発電所構内の清掃を行うなど，作業環境改善を

図るためのクリーンアップ作戦を継続的に実施しています。 
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ｇ．ＣＢＡ活動の推進 

平成16年５月に管理区域へ制限時間を超過して入域してしまった事象や放射能

測定を実施せずにシャワー廃液を放出してしまった事象が発生したことから，Ｃ

ＢＡ活動（何らかのアクションを起こす前に，もう一度チェックを行うという主

旨：Check Before Action）を開始しました。平成 16 年８月 23 日にはＣＢＡ活動

発表会を開催し，発電所で働く方々全員にその意識・行動が浸透するよう取り組

んでいます。 

 

②協力企業とのコミュニケーションの強化 
ａ．協力企業エコー委員会の設置 

業務改善提案ボックス，各種工事の要望／推奨事項，各種意見交換会等の活動

の場を通じて寄せられる協力企業からの意見・要望を迅速かつ誠実に回答すると

共に，提案し易い環境作りを進めていくため，当社と協力企業代表から構成され

た協力企業エコー委員会を設置し，寄せられたご意見について，定期（１回／週）

的に当委員会で審議しております。 

ｂ．協力企業との意見交換会 

協力企業とのコミュニケーションを図るため，当社経営層（原子力本部長他）と

協力企業第一線作業者との意見交換を行うと共に，当社と協力企業との意見交換に

ついては，これまで１００回以上実施しており，引き続き定期的に意見交換を図り，

関係の緊密化を図っていきます。 

また，二次以降の企業との意見交換会についても，これまで３回実施しており引

き続き定期的に意見交換会を実施し，下請企業とのコミュニケーションを図ってい

きます。 

ｃ．協力企業棟等の環境改善 

当社のみならず協力企業棟のエリア等などについても，良好な職場環境構築，安

全性向上を目的に環境整備（企業棟改善，駐車場整備など）を実施しています。 

ｄ．協力企業との情報共有 

電子掲示板（構内１０箇所）やメールマガジンを活用した情報配信，構内 LAN を

用いた『ｆｕｋｕ１企業ネット』による情報共有，企業棟へ設置した情報提供掲示

板等へのプレス文の掲示などによって，協力企業との一層の情報共有を図っていま

す。 

ｅ．安全パトロール時における１分対話の実施 

平成 14 年 11 月以降，安全パトロールにおいて作業員の方に工事を進める上で困

っていることがないかなどを伺うなど，双方向コミュニケーション改善を目的とし

た１分対話を継続実施しています。 
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③情報公開の徹底 

ａ．不適合発生時の公表の徹底 

平成 15 年 11 月からは，発電所の透明性を一層向上させるため，発電所内で発生

する不適合管理情報や安全上問題はないものの地域の皆さまにご信頼をいただくた

めには公表した方がいいと判断した軽微なトラブル情報についても，各々の事象を

４段階の重要度区分に分類し，より幅広くかつ遅滞なく，お知らせするよう努力し

ています。これらは，マスコミ，当発電所ホームページ，メールマガジン等により

情報発信しています。 

６号機において，平成 15 年 11 月 17 日の公表区分見直し以降発生した公表基準区

分Ⅲ以上のものは計３２件あります。 

ｂ．地域への理解活動 

     発電所の点検・補修状況や再発防止対策などについて，議会・行政・マスコミに

対してだけではなく，地元の大会場や集落センターにおいても延べ約 600 回の説明

会を開催し，延べ約 44,000 人の方々にご説明申し上げるとともに地域の皆さまから

も貴重なご意見を頂戴してきました。 

 

（３）地域共生への取り組み 

地域からのご理解とご協力が得られ，さらに地域の発展があって，初めて原子力

発電所の運営が可能になるとの認識の下，元請けから二次以下に至るまでの多くの

協力企業の皆さまとの懇談会，地元企業への訪問調査並びに地元の自治体や教育関

係者との意見交換を通じて得られたご要望を基に，ご協力できる対応策を検討し，

実施可能なものから取り組みを開始しております。 

現在，取り組んでいる主な事項としは定期検査が計画されていない期間が発生し，

工事量が減少する端境期間において，作業員の雇用が確保されることを基準に安全

対策工事を追加実施しています。 

                               （添付資料－１６） 

 

以 上 
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福島第一６号機 第１８回定期検査に係わる時系列 
 

平成１５年 

   ９月３０日    第１８回定期検査開始 

  １０月１８日    シュラウド点検（平成１５年１１月３日まで実施）

  １０月２４日    圧力抑制室内の点検開始（平成１５年１１月６日ま

  １１月１８日    制御棒駆動機構ハウジングスタブチューブ洗浄装

下 

  １１月２６日    制御棒駆動機構ハウジングスタブチューブ洗浄・事

スタブチューブピーニング及びスタブチューブ点検

（平成１６年３月３０日まで

  １２月２１日    原子炉圧力容器への応力改善装置部品の脱落 

  １２月２４日    原子炉再循環系配管応力腐食割れ対策及び点検 

                       （平成１６年３月９日まで実

平成１６年 

   ６月２４日    圧力抑制室内の最終点検開始 

（平成１６年７月１５日まで

   ７月１６日    原子炉建屋内での水漏れ（残留熱除去系安全弁不具

   ８月 ５日    制御棒駆動水圧系配管取付部からの水のにじみにつ

   ９月１４～１７日 原子炉格納容器漏えい率測定実施 

             社内検査 １４日 ２０時３０分 ～ 

１５日 ２０時３０分 

             定期検査 １６日 １０時３０分 ～ 

１７日 １０時３０分 

   ８月１８日    「配管減肉事象に係わる点検に関する調査結果」を

省へ提出 

   ８月２０日    美浜関連肉厚測定 

   ９月１５日    美浜及び女川関連追加肉厚測定 

（平成１６年９月１８日まで
添付資料－１
 

で実施） 

置部品落

前点検，

 

実施） 

施） 

実施） 

合） 

いて 

経済産業

実施） 
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福島第一６号機第１８回定期検査主要工程表

９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月

　　

平成１６年

主な不具
合事象等

主要工程

年 月
平成１５年

原子炉開放

燃料取出

ＬＰＲＭ取外

制御棒駆動水圧系配管取替工事

　9/30 解列
　　▼

燃料装荷

炉心確認

ＲＰＶ復旧

ＲＰＶ漏えい検査

ＰＣＶ復旧

ＰＣＶ漏えい率検査

起動前試験(予定)

系統構成(予定)

18
▼

 24～15
▼        ▼

21
▼

原子炉建屋内での水漏れについて
（ＲＨＲ系安全弁不具合）ＣＲＤハウジングスタブ

チューブ洗浄装置部品落
下について

ＲＰＶへの応力改善装置部
品の脱落について

圧力抑制室最終点検での異物回
収について

16
▼

 5
▼

ＬＰＲＭ：出力領域計装
ＣＲＤ：制御棒駆動機構
ＲＨＲ：残留熱除去系
ＲＰＶ：原子炉圧力容器
ＰＣＶ：原子炉格納容器
ＰＬＲ：原子炉再循環系

ＲＨＲ熱交換器取替工事

ＲＨＲ系安全弁不具合対応

ＣＲＤ配管取付部にじみ対応

炉心シュラウド点検

ＣＲＤハウジングスタブチューブ洗浄・事前点検，
スタブチューブピーニング，スタブチューブ点検

ＣＲＤ配管取付部にじみ発見につ
いて

 15～18
  ▼▼

美浜・女川関連肉厚
測定

　3/8 工事計画認可
　　　　▼

起動(予定)ＰＬＲ配管応力腐食割れ対策及び点検

20
▼

美浜関連肉厚測定24～6
▼    ▼

圧力抑制室点検での異物回収に
ついて
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福島第一原子力発電所６号機（第１８回）定期検査項目（５６検査項目）

国又は基盤機構立会検査項目数（１５検査項目） 国又は基盤機構記録確認検査項目数（４１検査項目）

検査数 検　　査　　名 検査数 検　　査　　名 検査数 検　　査　　名

1 燃料集合体外観検査 16 第１種機器供用期間中検査 36 非常用ディーゼル発電機分解検査

2 原子炉停止余裕検査 17 燃料集合体炉内配置検査 37
高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電機分解検
査

3 主蒸気隔離弁機能検査 18 第３種機器供用期間中検査 38 主蒸気隔離弁分解検査

4 主蒸気隔離弁漏えい率検査 19 主蒸気逃がし安全弁・安全弁機能検査 39 タービンバイパス弁機能検査

非常用デｨｰゼﾙ発電機･高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電機，
高圧炉心スプレイ系，低圧炉心スプレイ系，低圧注水系（冷却
系）・直流電源系機能検査　※２
（運転性能検査・弁動作検査）

20 主蒸気逃がし安全弁・逃がし弁機能検査 40 給水ポンプ性能検査

非常用デｨｰゼﾙ発電機･高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電機，
高圧炉心スプレイ系，低圧炉心スプレイ系，低圧注水系（冷却
系）・直流電源系機能検査　※１
（定格容量確認検査・直流電源系機能検査）

21 主蒸気逃がし安全弁分解検査 41 制御用空気圧縮系機能検査

6 自動減圧系機能検査 22 原子炉隔離時冷却系機能検査　※１ 42 液体廃棄物処理系機能検査

7 原子炉保護系インターロック機能検査 23 残留熱除去系主要弁分解検査 43
液体廃棄物貯蔵設備･処理設備のｲﾝﾀｰﾛｯｸ機能
検査

8 原子炉格納容器全体漏えい率検査（２４時間） 24 制御棒駆動水圧系機能検査　※３ 44
流体状の放射性廃棄物の漏えいの検出装置及
び警報装置機能検査

9 原子炉格納容器隔離弁機能検査 25 制御棒駆動機構分解検査 45 固体廃棄物貯蔵庫管理状況検査

10 原子炉格納容器スプレイ系機能検査　※２ 26 制御棒駆動水圧系スクラム弁分解検査 46 総合負荷検査　※１

11 可燃性ガス濃度制御系機能検査（その１）　※２ 27 ほう酸水注入系機能検査 47 主蒸気隔離弁漏えい率検査（停止後）

12 原子炉建屋気密性能検査　※２ 28 安全保護系設定値確認検査 48 給水ポンプ分解検査

13 総合負荷性能検査　※１ 29 燃料取扱装置機能検査 49 給水加熱器開放検査

14 蒸気タービン開放検査 30 プロセスモニタ機能検査 50 制御棒駆動機構機能検査

15 蒸気タービン性能検査　※１ 31 非常用ガス処理系機能検査 51 安全保護系検出要素（校正）検査

32 非常用ガス処理系フィルタ性能検査 52 主要制御系機能検査

※１：起動後に実施
33 気体廃棄物処理系機能検査　※１ 53 監視機能健全性確認検査

※２：起動前に実施
34 原子炉格納容器隔離弁分解検査 ※４ 54 原子炉建屋天井クレーン機能検査

※３：使用前検査で実施（定期検査は使用前検査の記録確認）
35 原子炉格納容器真空破壊弁機能検査 55 換気空調系機能検査

※４：再検査を実施済
56 第２種容器供用期間中検査

5
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福島第一６号機 原子炉再循環系配管修理及び点検概要
 

Ａ系

今回点検箇所 ４箇所
（ＩＳＩとして超音波探傷検査実施）

修理箇所

除染座

原子炉再循環系ポンプ（Ａ）

原子炉再循環系概略図原子炉圧力容器

ジェットポンプ

【PLR配管修理概要】

原子炉再循環ポンプ

材質 配管外径(mm) 厚さ(mm)

約６１０ 約４０

約４２０ 約３０

約３２０ 約２０

ステンレス鋼

（SUS304）

主要配管の仕様・寸法

国の指示文書(平成15・04・09原院第４号「炉心シュラウド及び原子炉再循環系配管
等のひび割れに関する点検について」NISA-161a-03-01）に基づき点検対象となって
いた溶接継手２箇所（除染座）について、応力腐食割れ対策としてＣＲＣを施工し
た。

ＣＲＣ（Corrosion Resistant Cladding，内面肉盛工法）：通常の配管溶接で発生
する母材の鋭敏化領域に対し，配管内面の接液部をあらかじめ鋭敏化しない溶着
金属で覆い，応力腐食割れの感受性を改善する方法。

Ａ部詳細

既設ＣＲＣ

今回ＣＲＣ施工

ＣＲＣ施工ＳＵＳ３１６Ｌ

Ａ

【PLR配管点検概要】

原子炉再循環系配管について平成１５年１２月にＩＳＩ（供用期間中検査）の
計画に従い４箇所の溶接線について点検を行い、異常の無いことを確認した。

冷却材の流れ

１
６

Ｂ系

修理箇所

除染座

原子炉再循環系ポンプ（Ｂ）
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付
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福島第一６号機 炉内構造物点検概要 

【炉心シュラウド点検概要】 
炉心シュラウドの溶接線の内側・外側

について水中テレビカメラを用いて目視

点検を行いました（下図参照）。 
点検の結果、ひび等は確認されませんで

した。 

【ＣＲＤスタブ点検概要】 
浜岡１号機で発生した応力腐食割れによるＣＲＤスタブチューブ下部溶接

線からの漏えいの水平展開として、福島第一６号機において、浜岡１号機で漏

えいが発生した部位と同様の溶接施工を採用している１０８本について目視

点検を行いました。なお、点検の結果、ひび等は確認されませんでした。

また、溶接による残留応力が応力腐食割れの発生原因の一つとされているた

め、当該１０８本の残留応力改善対策としてレーザピーニングを行いま

（下図参照）。 

ＣＲＤハウジング 

レーザピーニング装置 

ＣＲＤスタブチューブ 

溶接線 

上部格子板 

炉心シュラウド

ジェットポンプ 

上部格子板 

炉心支持板 

制御棒 
燃料集合体

燃料支持金

制御棒案内管 

ＣＲＤハウジング 
ＣＲＤス

原子炉圧力容器 

添付資料－５ 

ＣＲＤスタブチュ
具

タブチュー

ーブ点検概
した
 

【レ

レー

し、そ

マの衝

善を行

プラズ

圧縮応力 

引張応力 

原子

ブ 

要図 
ーザピ

ザを

の時に

撃力を

うもの

レ

マ 

レ

衝撃

炉心

炉圧力
ーニングとは

材料表面に照

発生するプラ

利用して応力

です。 

ーザ光

ンズ 

波 

支持板 

容器
】 
射

ズ

改

炉内
構造物概要図
福島第二　１号機　シュラウド展開図

【シュラウド外側】

【シュラウド内側】

原

子

炉

圧

力

容

器

H1

H2

H3

H4

H6a

H6b

H7

原

子

炉

圧

力

容

器

H1

H2

H3

H4

H6a

H6b

H7

0°

V25～V26

360°

V7～V8

V9～V14

V15～V16

V17～V18

V19～V24

V1～V6

V25～V26

360°

V7～V8

V9～V14

V15～V16

V17～V18

V19～

V1～V6

V24

0°

外観目視点検実施範囲

― 外観目視点検実施範囲

 

【シュラウド内側】 

【シュラウド外側】 

炉心シュラウド点検展開図 
１７ 
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② 

① 

 

  

残留熱除去 
系ポンプ(A) 

残留熱除去系 
熱交換器(A) 

残留熱除去 
系ポンプ(B) 

残留熱除去 
系ポンプ(C) 

残留熱除去系 
熱交換器(B) 

原
子
炉
圧
力
容
器 

原子炉再循環 
系ポンプ(A) 

原子炉再循環 
系ポンプ(B) 

サプレッションプール 

原子炉格納容器 

主蒸気配管 

原子炉隔離時冷却系 

③ 

原子炉隔離時冷却系より 
④ 

原子炉隔離時冷却系より 
① 

原子炉隔離時冷却系より 
② 

③ 

④ 

   ：撤去範囲 
①～④：流れ 

原子炉隔離時 
冷却系へ 

残留熱除去系へ 

除

源

 
 
 

 

残留熱除去系の蒸気凝縮系機能 
残留熱除去系の機能の一つである蒸気凝縮系は，原子炉が隔離された場合に原子炉の崩壊熱を

去する機能を有しており，残留熱除去系熱交換器で凝縮された凝縮水は原子炉隔離時冷却系の水

としても利用される。 
 
残留熱除去系蒸気凝縮系配管撤去工事概略図 

１９ 



ＣＲＤ配管取替範囲概略図

原子炉格納容器原子炉建屋

原子炉圧力容器

ＣＲＤ配管取替範囲

原子炉格納容器
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福島第一　６号機　復水器管束取替工事概要 添付資料－９

冷却管

（取替対象）

出口水室

蒸気

入口水室

冷却水（海水）

復水器概略図

主蒸気系統

給水系統

復水系統

ドレン系統

抽気系統

系統概略図

再循環
ポンプ

浄化系
ポンプ

給水
ポンプ

低圧給水加熱器

高圧復水
ポンプ

低圧復
水
ポンプ

復水
脱塩器

復水
フィルタ

浄化系
脱塩器

浄化系
フィルタ

復水器

原
　
　
子
　
　
炉

高圧給水加熱器

タービン

　福島第一原子力発電所６号機の復水器冷却管には，アルミニウム黄銅管が使用され
ていたが，以下の理由によりチタン管への取替を実施した。
・復水器の熱交換性能が向上することで，プラントの定格熱出力運転条件下では発電
　機出力の増加が期待できる
・プラント運転中の冷却管リークポテンシャルが減少することから，設備の信頼性向

　上を図ることができる

工事目的

２１



プール

約26m

約48m

原子炉建屋の断面図

原子力発電所の圧力抑制室への異物混入防止対策について

概　　要

異物が混入した経路

　９月中旬、福島第一原子力発電所２号機の圧力抑制室のプールの中で針金が発見されたため、現在停止中の当社の原子力発電所（県内では７基：福島第一１号機・２号機・
４号機・６号機、福島第二２号機・３号機・４号機）の圧力抑制室を点検いたしました。点検の結果、品数の管理をすべき足場材（鉄パイプ）やスパナなど12点、および
小さな針金やテープ片などを含め合計936点の異物　を発見し回収いたしました。

原子炉格納容器内で
作業している時に、
ベント管　を通じて
プールに落下した

圧力抑制室の中で作業をしている時に
プールに落下した

　過去の作業実績から、２つの混入ルートを推定しました。

　当社原子力発電所の圧力抑制室　 プール内に多数の異物が混入していた件につきまして、このたび原因および再発防止対策が取りまとまりましたので、
お知らせいたします。地域の皆さまに多大なご心配をおかけいたしましたことを、改めて心よりお詫び申し上げます。

※回収した主な異物
�　針金、木片、ゴム片、プラスチック片、ビニールテープ片、ひもなど。

ベント管の開口部分

編み目の通路

原子炉格納容器

原子炉
圧力容器
原子炉

圧力容器

圧力抑制室

原子炉建屋
ベント管の開口部分

ベント管

プール

約14ｍ

約6ｍ

福島第一原子力発電所
福島第二原子力発電所

（注１）

※

（注2）

（注3）

（注1）圧力抑制室

用 語 解 説

原子炉格納容器の下にあり、原子炉格納容器の圧力が蒸気によって上昇するよ
うな非常時に、原子炉格納容器の圧力を低下させる設備。また、原子炉圧力容器
の水が無くなる万一の場合に、原子炉圧力容器へ水を供給（非常用炉心冷却系）
するための水源として、水をためておく役割もある。

（注2）ベント管
原子炉格納容器の圧力が蒸気によって上昇した場合に、原子炉格納容器内の
圧力を低下させるため、蒸気を圧力抑制室に導く管。

（注3）非常用炉心冷却系ポンプの吸い込み口

原子炉格納容器の断面図
原子炉圧力容器の水が無くなる万一の場合に、原子炉圧力容器へ水を供給する
ためのポンプの吸い込み口。吸い込み口には金網が設置されている。 非常用炉心冷却系ポンプの吸い込み口

混入ルート１

混入ルート2

平成15年11月16日

t0642447
添付資料－１０
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異物管理を強化します

対策前

ベント管の開口部分

対策後

シート

環境美化運動のようす

専用机で物品を管理している作業員

主な原因と再発防止対策
プールに異物が入ると何が問題なの？

11

運転する前には落下物がないことを確認します
44

物が圧力抑制室に落下しないよう、開口部分をふさぎます
22

作業に使用した物を確実に持ち出します

圧力抑制室および原子炉格納容器内
ベント管の付近で作業する場合は、エリア
管理責任者が開口部分をふさいだこと
および持ち込み物品の管理を確認します

　圧力抑制室内を水源とする非常用炉心冷却系ポンプの吸い込み口
には金網が設置されており、金網全体の半分をふさぐような異物
でない限り、ポンプの機能に影響を及ぼすことはありません。
　たとえば、非常時に足場材（鉄パイプ）のように、比較的重い
異物が水中を移動し金網を壊すことは考えにくいと言えます。また、
仮に今回回収された異物で一つの吸い込み口の金網をふさぎ当該
系統の機能が喪失した場合でも、別の系統により冷却は維持され
るので問題はありません。

作業環境を改善します

◆福島第一原子力発電所　広報部

33
作業現場が暗かったため、
落とした物を発見しにく
かった

作業中に出たゴミなど
を 仮 置 き す る こ と が
あった

原子炉格納容器や圧力抑制室に照明を
設置し、落下物を見つけやすくします

圧力抑制室内は、ほぼ１０年ご
との周期で塗装する時に点検
を行っていた

①  圧力抑制室内の水中の確認
②  異物があった場合は回収

毎日ゴミを持
ち出すなど、
環境美化運動

（ 整 理・整 頓・
清掃・清潔）を
徹底します

①

②

Ｑ．
A．

作業管理に問題はなかったの？

お問い合わせ先

　足場材（鉄パイプ）やスパナなど、品数の管理をすべき物が
落ちていたことは、作業管理上問題でした。
�今後は再発防止対策（左参照）を徹底するとともに、さらなる
作業管理の向上をめざします。

Ｑ．
A．

現在運転中のプラントを止めて点検しないの？

　万一、非常用炉心冷却系が作動した場合、これまでに回収された
大きさの異物が非常用炉心冷却系ポンプ吸い込み口の金網をふさ
いだとしても問題はありません。また、ポンプは毎月運転して機能
を確認しております。
　したがって、現時点ではプラントの安全に影響をあたえる問題
でないことから次回定期検査で点検を予定しています。

Ｑ．
A．

ホームページアドレス　http：//www.tepco.co.jp/fukushima1-np/index-.html

tel　0240-32-0234

tel　0240-25-1353◆福島第二原子力発電所　広報部
ホームページアドレス　http：//www.tepco.co.jp/fukushima2-np/index-.html

t0642447
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原子力発電所圧力抑制室での異物混入防止対策の実施状況について

発見から回収までの経緯 ９月中旬、福島第一原子力発電所２号機の圧力抑制室プールから針金を発見。

停止中の、福島第一原子力発電所（１，２，４，６号機）、福島第二原子力発電所（２，３，４号機）の圧力抑制室を点検し品数を
確認、足場材（鉄パイプ）やスパナなど12点および針金やテープ片（消耗品）など合計936点の異物を回収いたしました。

福島県原子力発電所所在町協議会
（立地４町の首長・議長）の方々に

福島第二３号機圧力抑制室をご視察して
いただきました。

過日、原子力発電所の圧力抑制室プール内で発見された異物についてお知らせいたしましたが、回収された
異物について、あらためて写真とともに経緯をご報告させていただきます。地域の皆さまに多大なご心配を
おかけいたしましたことを、心よりお詫び申し上げます。

原子炉格納容器 回収された異物類 所在町協議会ご視察風景

原子炉圧力容器原子炉圧力容器

圧力抑制室（プール）

福島第一原子力発電所
福島第二原子力発電所

原子炉格納容器断面図
福島第二３号機圧力抑制室で回収された異物

平成15年12月4日

70ｃm

約45ｃm

t0642447
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異物を入れない対策をしました

異物管理強化を強化します

当社監理員、協力会社への周知徹底をします
福島第一・第二原子力発電所

圧力抑制室他 現場見学会のご案内圧力抑制室他 現場見学会のご案内

対策前

発電所保修部職員への教育 各協力企業に
「異物混入防止」のお願い

原子力発電所所在町情報会議にてご説明

行政区長会にてご説明

平成15年12月12日（金）～15日（月） 計４日間
　　9：30～11：30、　13：30～15：30

行政地区懇談会にてご説明

相双地区商工会にてご説明

圧力抑制室をご覧いただける機会をもうけました。

ベント管の開口部分

対策後

シート

専用机で物品を管理している作業員

11

22

作業環境を改善します

起動（運転）前の最終確認

44

55

混入ルートと推測されるルートを塞ぎました

33

・毎日確実に持込、持ち出し
　を管理します。

・作業エリア管理と管理責 
　任者の明確化をいたしま
　した。

◆福島第一原子力発電所 広報部　tel 0240-32-0234
ホームページアドレス　http：//www.tepco.co.jp/fukushima1-np/index-j.html

◆福島第二原子力発電所 広報部　tel 0240-25-1353
ホームページアドレス　http：//www.tepco.co.jp/fukushima2-np/index-j.html

再発防止対策を確実に実施します再発防止対策を確実に実施します 私たちは透明性の高い発電所運営を目指していきます。私たちは透明性の高い発電所運営を目指していきます。

クリーンアップ作戦を実施

・原子炉格納容器や圧力抑制
　室に照明を設置し、落下物な
　どを見つけやすくします。�
・パトロールを強化し環境美
　化（整理・整頓・清掃・清潔）を
　徹底して行っています。

・起動前に圧力抑制室内の点検と主要エリアの不要品、清掃状況等問題がない
　ことを確認します。

発電所で発生した不具合について、プレス発表やホームページを通してタイムリー
に公表していきます。今回の事象についても地域の方々に説明を行っております。

お問い合わせ先

日　　時

福島第一原子力発電所　６号機圧力抑制室他
福島第二原子力発電所　４号機圧力抑制室他

見学場所

各回　20名様程度募集人数

12月10日（水）迄にお申し込みください。
（定員になり次第、締切とさせていただきます）

申込締切

ご見学をご希望される発電所にTelにてお申し込み下さい。
福島第一原子力発電所　サービスホール　（フリーダイヤル 0120-291-344）
福島第二原子力発電所　エネルギー館　　（フリーダイヤル 0120-292-194）
（お申し込み事項：見学される方の氏名・住所・電話番号・職業等）

申込方法

・ご見学当日、運転免許証等、氏名・住所が確認できるものをご持参ください。
・ご見学いただく「圧力抑制室」は、放射線量が非常に少ない場所ですが、
　管理区域のため、専用の作業着にお着替えいただきます。

その他

t0642447
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６号機肉厚測定追加箇所

No 材質 測定箇所 選定理由

① 炭素鋼 復水流量計下流直管 美浜と類似箇所

② 炭素鋼 タービン駆動給水系ポンプＡ入口流量計下流直管 流量計下流エルボ等流体の乱れが発生する箇所

③ 炭素鋼 タービン駆動給水系ポンプＢ入口流量計下流直管 流量計下流エルボ等流体の乱れが発生する箇所

④ 炭素鋼 電動駆動給水ポンプＡ入口流量計下流直管 流量計下流エルボ等流体の乱れが発生する箇所

⑤ 炭素鋼 電動駆動給水ポンプＢ入口流量計下流直管 流量計下流エルボ等流体の乱れが発生する箇所

⑥ 炭素鋼 タービン駆動給水系ポンプＢ給水流量調整弁下流レジューサ 流量計下流エルボ等流体の乱れが発生する箇所

⑦ 炭素鋼 蒸化器ドレンタンク下流エルボ 流量計下流エルボ等流体の乱れが発生する箇所

⑧ 炭素鋼 湿分分離器ドレンタンクＡ下流エルボ 流量計下流エルボ等流体の乱れが発生する箇所

⑨ 炭素鋼 湿分分離器ドレンタンクＢ下流ティー 流量計下流エルボ等流体の乱れが発生する箇所

⑩ 炭素鋼 給水加熱器２Ａ下流エルボ 流量計下流エルボ等流体の乱れが発生する箇所

⑪ 炭素鋼 給水加熱器１Ｂオリフィス下流直管 女川の類似箇所

⑫ 低合金鋼 給水加熱器３Ｂオリフィス下流直管 女川の類似箇所

⑬ 低合金鋼 給水加熱器５Ｂオリフィス下流直管 女川の類似箇所

２
８



主蒸気系(MS)
復水系(C)
給水系(FDW)
給水加熱器ドレン系(HD)
給水加熱器ベント系(HV)
抽気系(ES)
（注） （低合金鋼使用）

復水器へ復水器へ復水器へ復水器へ復水器へ

海水

高圧タービン

湿分分離器Ａ，Ｂ

発電機

低圧タービン

グランド蒸気
蒸化器

復水脱塩装置

空気抽出器

低圧復水
ポンプ

高圧復水
ポンプ

第6給水加熱器
第5給水加熱器

第4給水加熱器
第3給水加熱器

原子炉給水ポンプ
駆動用蒸気タービン

グランド蒸気
復水器

復水貯蔵タンクより

６号機肉厚測定追加箇所

RO RO RO RO RORO

原子炉

給水加熱器へ

各
グ
ラ
ン
ド
へ

給
水
加
熱
器
へ

湿分分離器より

給水加熱器
ドレンポンプ

グランド蒸気
蒸化器より

復水器へ

ﾀｰﾋﾞﾝ駆動
原子炉給水ﾎﾟﾝﾌ

ﾟ

ﾓｰﾀｰ駆動原子炉
給水ﾎﾟﾝﾌﾟ

①

A

B

A

B

②

③

④

⑤

⑥

⑧，⑨

⑩

⑦

⑪ ⑫ ⑬

２
９

第2給水加熱器第1給水加熱器



添付資料―１３ 
ＣＲＤハウジングスタブチューブ洗浄装置および応力改善装置の部品脱落について 

 

【ＣＲＤハウジングスタブチューブ応力改善装置部品脱落】 【ＣＲＤハウジングスタブチューブ洗浄装置部品落下】 

 

３６０゜回転

原子炉圧力容器 

落下部品 

外径１３cm 

約１４５cm
＊上下駆動 
可能 ＊ 

外径１５cm 

スタブチューブ 

ジェット洗浄図

６号機 最上階 

補助ホイスト（揚重機）

燃料交換機 

上部格子板 

炉心支持板 

洗浄装置 

炉底部 

炉心シュラウド 

約８ｍ 

約１８ｍ 

約２６ｍ 

制御棒駆動機構ハウジング 

カメラ 

 

スタブチューブ 

６号機 最上階 

上部格子板 

炉心支持板 

レーザー装置 

炉底部 

炉心シュラウド 

約８ｍ

約１８ｍ

約２６ｍ

作業台車

制御棒駆動機構ハウジング 

原子炉圧力容器

約４７０cm

外径約１５cm

応力改善作業の概要 

炉心支持板

：可動範囲

レーザー

照射装置

制御盤

約２７ｃｍ 

 

鋼球

昇降用ガイドレール部 

３０ 



添付資料－１４

残留熱除去
系ポンプ（Ａ）

サプレッションプール

原子炉再循環
ポンプ(Ｂ)

原子炉再循環
ポンプ(Ａ)

残留熱除去系
熱交換器(Ａ)

原子炉格納容器

原
子
炉
圧
力
容
器

残留熱除去
系ポンプ（C）

残留熱除去系
ポンプ（Ｂ）

残留熱除去系
熱交換器(Ｂ)

６号機残留熱除去系系統概要図

漏えい箇所

漏えい箇所

原子炉圧力容器漏えい検査
加圧範囲

完全に閉まって
いなかった弁

完全に閉まって
いなかった弁

安全弁取り出し配管

安全弁取り出し配管

３１



制御棒駆動機構案内管

制御棒駆動水圧系
挿入配管

ボルト

制御棒駆動水圧系
引抜配管

原子炉格納容器

水にじみ箇所原子炉
圧力容器

炉心

制御棒駆動
水圧系ポンプ

水圧制御
ユニット

制御棒

制御棒駆動機構

圧力抑制プール

６号機制御棒駆動水圧系配管取り付け部からの水のにじみ概略図

制御棒駆動水圧系
挿入配管

溶接部

開口部

断面図

制御棒駆動機構
案内管

微小な空洞

３
２
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添付資料－１６ 

 

 再発防止と信頼回復に向けた取り組みに いて 

  
当 
社 
の 
取 
り 
組 
み 

平成１６年９月 

東京電力株式会社 

福島第一原子力発電所 
福島第二原子力発電所 

＜第１の約束＞ 
情報公開と透明性の確保 

＜第２の約束＞ 
業務の的確な遂行に向 境整備 

＜第３の約束＞ 
原子力部門の社内監査の強化と企業風土の改革 

＜第４の約束＞ 
企業倫理遵守の徹底 

  

  

  

  

 

当 
社 
と 
協 

○現場重視の再発防止対策の取り組み強化につ

＜ ３つの約束（平成１５年７月１０日公表） ＞ 

①安全管理・品質管理の徹底 

・原子力安全・品質特別強化活動の実施→本店による現

・ 品質保証教育の実施  

・ 品質保証体系（規程，ﾏﾆｭｱﾙ類）の見直し→マニュアル

・ 技術力維持向上策の推進 

・ 組織改編（品質監査部、 全部の新設）     

・現場管理の改善（ｻﾃﾗｲﾄｵﾌｨｽの設置，現場作業員との

・ 異物混入撲滅対策→ハード面、ソフト面対策の徹底 

・ 発電所クリーンアップ作戦の展開→４Sの徹底 

・ CBA（Check Before Action）活動を協力企業を含む発

②協力企業とのコミュニケーションの強化 

・地域の視点に立った発電所運営管理システムの構築

（協力企業エコー委員会，技術力向上・企業協議会のあ

・ 協力企業との意見交換会の開催   

・ 電子掲示板等を用いた情報共有 

・ 協力企業センター他環境改善の実施 

・ サテライトオフィスの設置による情報共有等により定検

③情報公開の徹底 

・ 「報告する文化」「まず第一報」の考え方の徹底，実践

・ 地域情報会議への積極的な情報提供 

・発電所の不適合事象について委員会の場で審議、また

・タイムリーで分かり易い情報の配信（協力企業等も含めメー

４つの約束 （平成１４年９月１７日公表） ＞

・企業倫理遵守の徹底に向けた体制の整備 

・企業倫理委員会の設置 

・企業倫理遵守に関する行動基準の作成 等 

・原子力部門の品質保証体制の整備 
・社内コミュニケーションの活性化 
・原子力部門と他部門との人材交流 等 

・法令上、倫理上の悩み できる窓口を設置 

・不適合管理委員会に 合事例の審議 

・規程・マニュアルの総 ・組織改編 等 

・発電所地域情報会議への参加と当社

の情報公開の考え方を決定 

・原子力安全・品質保証会議の設置 等 

再発防止と信頼 復  ～ 「 しない風土 」 「 させない仕組み 」 の構築 ～ 
けた環

 ＜ 

を相談

よる不適

点検  

の回
いて  ～地域の視点に立った発電所運営管理システムの構築～ 

場特別パトロールの実施等   

重視体制への移行  

協力企業と当社との意見交換会（２Ｆ） 安全総決起大会での社長挨拶（１Ｆ） 
品質・安
１分対話）   

電所内で働く全員にて展開    

に向けた活動 

り方等の検討） 

業務の的確かつ効率的な実施 

  

＜平成１６年８月末現在の活動状況（１Ｆ）＞ 
開催回数１４９回，８７社，約１９５７名 

（Ｈ１５．７．２） 
福島第一：約１２００人参加 
福島第二：約２１００人参加 

○地域共生への取り組み 
①端境期対策として安全対策工事を追加実施 
   ・地元雇用に貢献できること等を基準に選択。 
②「取引相談窓口」を平成１６年４月より資材Ｇカウンターに設置 
③請負契約書に地元雇用を配慮した下請会社の選定並びに資材 
調達をお願いする条項を追記 
④下請企業との情報交換会実施 
⑤立地町行政区懇談会の開催   
⑥地域の声活用委員会の設立 
力 
企 
業 
が 
一 
体 
と 
な 
っ 
た 
取 
り 
組 
み 
、全件名をホームページ上に掲載 

ルマガジンにてお知らせ（約４５００人／回）等） 

⑦発
つ

３３ 

電所施設見学会及び放射線理解活動の実施 



①安全管理・品質管理の徹底

○情報の共有・コミュニケーション促進の場として
サテライトオフィスを設置し，協力企業と当社が
一体となって，定検業務を的確かつ効率的に
実施

○安全パトロールにおける作業員との１分対話
（平成１４年１１月以降継続実施中）
・平成１６年８末現在：パトロール回数＝３０５回 １分対話の件数＝１６７件

○発生した事例を踏まえ酸欠事故防止等，現場で安心して作業が行え

るよう設備改善および運用方法の見直し

○CBA（Check Before Action）活動を協力企業
を含む発電所内で働く全員にて展開

○現場の状況を確認するためのコーチングカードを導入予定
・パトロール員にコーチングカードを渡し、現場作業状況を的確に確認する

○設備点検プレート（仮称）の設置による点検責任者の明示を予定

ポスター（福島第一）

クリーンアップ作戦の展開

クリーンアップ作戦の展開

（今後の計画）

・仮設倉庫・工具箱・工具棚の整理整頓

・ケーブルトレイ・建屋内の立体清掃

・床・腰壁の全塗装

・安全特別パトロールの実施項目に４Ｓ
の確認を追加し，浸透状況を１分対話
にて確認

・災害防止協議会定例会に４Ｓ状況確認
を追加

異物混入防止策発
表会

(平成15年11月28
日)

異物混入撲滅対策

協力企業の朝礼に
参加し異物管理の
重要性を説明

(平成15年11月上旬)

○平成１５年１１月１７日より委員会で
諮られた全ての件名をインターネット

で公開

不適合管理委員会審議の様子（福島第一）

不適合管理委員会の設置

２，５０２
件

４，５０４
件※

ホームページ

公開
（その他不適合事象）

４４件８１件プレス公表
（区分Ⅰ～Ⅲ）

福島

第二

福島

第一

平成１５・１６度インターネット公開実績

品質保証活動の徹底

○協力企業を含めた発電所全体の
技術力維持向上策の立案及び実施

品質保証教育（福島第二）

当社技能訓練センター訓練風景

・当社技能訓練センターを開放し各社で持つ
リソースを有効活用

○発電所員への品質保証（ＩＳＯ）教育
・平成１６年３月末：約９５％終了

・平成１６年度については，未受講者の

研修を行うと共に受講者に対しても反
復教育（１回/年）を計画

【品質マネジメントシステムの推進】

○品質監査部，品質・安全部の設置

・品質監査部，品質・安全部の設置による品質マネジメントシステムの強化

現場管理の改善

工程確認ミーティングの様子

【安全管理の徹底】

○品質保証体系の見直し

・規程，マニュアル類の第三者評価を受けると共に，原子力発電所共通の二次文書を制定

・発電所側で制定している三次文書の整理，統合，改訂（JEAC4111＊への適合）を実施中

品質保証に関する教育を強化するとともに、マニュアル重視体制
に移行するシステムを強化し、さらに組織化を実施

現場管理に協力企業の方々と一体となって取り組む活動を展開中

特定の部所に限定されていた不適合情報を協力企業も含めて共有し、
かつ、インターネットで公開中

全員で異物混入防止に対す
る認識を共有し、また、ハード
面、ソフト面の対策を実施中

現場の４Ｓにつとめ、作業環境改善
に継続的に取り組み中

（平成１６年７月末現在）

※福島第一においては、上記の他に防護管理上等の理由で
ホームページに掲載していない４件あり
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②協力企業とのコミュニケーションの強化

協力企業センター他環境改善実施

協力企業向け業務改善提案ボックス
（ご意見箱）

協力企業エコー委員会

協力企業への説明会 ３／３０実施

○ご意見の回答

○回答例

・タービン建屋にエレベータを設置

・ＰＨＳを１０００台増設等

エコー委員会での審議の様子

・個人に回答

・バス停に掲示

・説明会開催

従来、協力企業から届いた声を改善に結びつけなかったこと
を反省し、頂いた意見を委員会にて審議、一つ一つ回答中

<平成16年８月末現在の活動状況（１F)>

ご意見６３３件のうち審議済３３３件

協力企業の皆さんへ説明会開催（H16.3.30)

協力企業からの意見総数１２０件

当社が実施するもの４３件

・協力企業棟整備

・構内駐車場整備等

H15年度実施分３０件（７０％） 協力企業センター廻りの花壇整備

発電所内で気持ちよく働けるよう環
境改善を実施中

○当社経営層（原子力本
部長他）と協力企業第一
線作業者との意見交換
会

協力企業との意見交換会

○当社社員と協力
企業との意見交換
会

協力企業とのコミュニケーションの活性化を図るべく、各層
（経営者～第一線作業者）にて活発な意見交換を実施中

当社と協力企業の安全朝礼の相互参加

○発電所幹部が協力企業

の安全朝礼に参加

○協力企業の方々が当社

の安全朝礼に参加

福島第二の東京エネシスさんの朝礼で
講話する伊藤発電部長（９／４）

福島第二の安全朝礼で安全講話をされる

日立製作所 吉川所長（８／２９）

○下請企業との情報交
換会

協力企業との双方向のコミュニケーションを実施中
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②協力企業とのコミュニケーションの強化

旧事務本館の協力企業への開放（福島第一）

○現場に近い旧事務本館の未利用スペースを「定検支援スペース」

として協力企業へ開放し、定検工事に関する情報の共有化や的確な
調整会議等を推進。

５部屋 約９００㎡を開放

サテライトオフィスの設置

○情報の共有・コミュニケーション促進の場としてサテライトオフィスを設置
し，協力企業と当社が一体となって定検業務を的確且つ効率的に実施
１Ｆ－６第１８回定検（H15．9～H16.5）にて運用を開始

中 操 サテライトオフィス（Ｓ／Ｂ建屋）

定検管理プロジェクト
定検工程管理チーム

協 力 企 業

作 業 工 程 情 報 工 事 用 書 類 定 検 関 連 情 報

・四週間工程会議
・定検Ｇｒ操作工程表
・工程確認ミーティング（ＥＭ）

・鍵の借用書
・物品搬出依頼票
・構内作業証明書，

物品持込・持出票
・エスコート付入門許可書
・その他

・系統別工程表実績入力
・現場情報
・検査情報
・規制情報
・停止時安全管理情報

イントラネット上に意見交換の場を設置
○全所員向けの情報共有掲示板の設置

福島第一：「所内共通掲示板」、「発電所再生Navi」 等

福島第二：「所員へのお知らせ」、「再生への道」 等

○自由に意見交換できる掲示板を設置

福島第一：

「所長メッセージ掲示板」 等

福島第二：

「半田さんの部屋」 等
＜参考＞

協力企業との情報共有は

構内ＬＡＮ、電子掲示板等

を活用

「半田さんの部屋」の画面

電子掲示板による情報提供

（福島第一３カ所、福島第二４カ所増設）

協力企業の方々への情報提供広場
（メールマガジン）

協力企業との情報の共有

○協力企業所長メッセージを掲示 ○過去のトラブルに学ぶ

ある配管のフランジ部よりリークが発見
されました。そのため、分解点検を実施し
たところ、当該フランジ用のものと仕様の
違うガスケット（前回点検時に取り替え実
施）が取り付けられていました。原因は、
前回点検時に交換部品の確認が不十分
だったことから仕様の違うガスケットを取り
付けてしまったこと及び、交換部品を受け
入れた際、部品の確認が不十分であった
ことによるものです。
このような事象を教訓に、作業実施前に
機器の交換部品を要領書、図面などで再
確認すること、及び部品受入の際は、台
帳と照合し、部品の確認を実施するようお
願いします。

（事例紹介）

作業実施前に機器の交
換部品の仕様をしっかり
確認しましょう！

発電所で発生した出来事を全員にて共有するシステムを継続実施中

○掲示板２５ヶ所
「見える化」による情報提供
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③ 情 報 公 開 の 徹 底

～ 原子力発電所における不適合事象発生時の公

 ○「まず第一報」を徹底するため、従来不明瞭であった公表事象を、重要度に応じてタイミングや公表方法を明確化

○発電所で発生する全ての不適合事象をプレス発表や発電所ホームページ等で、すみやかに公表中 

不適合事象 

公表区分 
事象の概要 主な具体例 

区
分
Ⅰ 

夜間・休祭日を問わず、すみやかに公

表 
法律に基づく報告事象等の重要な事象 

・ 計画外の原子炉の停止 

・ 発電所外への放射性物質の漏えい 

・ 非常用炉心冷却系の作動 

・ 火災の発生   など 

区
分
Ⅱ 

休祭日を問わず、すみやかに公表 

夜間の場合は、翌朝準備が整い次第公

表 

運転保守管理上、重要な事象 

・ 安全上重要な機器等の軽度な故障（技

場合） 

・ 管理区域内の放射性物質の軽度な漏え

・ 原子炉等への異物の混入   など 

区
分
Ⅲ 

毎日（平日）、不適合事象を取りまと

めて公表 

運転保守管理情報の内、信頼性を確保する観点か

らすみやかに詳細を公表する事象 

・ 計画外の原子炉または発電機出力の軽

・ 原子炉の安全、運転に影響しない機器

・ 主要パラメータの緩やかな変化 

・ 人の負傷または病気の発生   など

そ
の
他 

定期的に不適合事象を取りまとめて公

表 
上記以外の不適合事象 ・ 日常小修理  など 

 ◎：夜間・休祭日を問わず実施  ○：休祭日を問わず実施。夜間の場合は、翌朝準備が整い次第実施  ●：前日に発生

□：定期的に実施  （注）上記については、原則的な公表時期を示す  

 

 

・ 不適合事象の発生（発見）について、今後も継続的に「まず第一報」を再徹底

・ 全ての不適合事象を審議する不適合管理委員会で公表漏れがないかチェック

・ 平成１５年１１月１７日分から不適合管理委員会で審議した全件名についてイ

 

 

 

 

 

表について ～ 

する 

公表方法 

プレス発表 ホームページ 

平成１５年１１月～

１６年８月まで発生

した件数 

◎ ◎ ４件 

術基準に適合する

い 
○ ○ ３２件 

度な変化 

の故障 

 

● 

ホームページ 

への掲載 

● ４５件 

□ 

定例記者懇談会

等 

□ ４５０４件 

した不適合事象を、翌日（平日）の夕刻に取りまとめて実施 

 

 

ンターネットで公開 
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④地域への理解活動

２．説明会、懇談会の実施
●立地町行政区への説明会の実施

●立地町行政区との意見交換会の実施

●立地町議会への説明 不正発表以降（平成１４年８月２９日～平成１６年８月３１日）

・第１回 期間：Ｈ14年11月11日～12月2日
実施地区：大熊3地区、双葉17地区 参加総数：213名

：富岡4地区、楢葉1地区 参加総数： 77名
・第２回 期間：Ｈ15年3月14日～4月16日

実施地区：大熊20地区、双葉17地区 参加総数：660名
：富岡27地区、楢葉17地区 参加総数：767名

期間：Ｈ15年11月1日～ H16年8月末現在
実施地区：大熊16地区、双葉12地区 参加総数：729名

富岡1地区、楢葉4地区 参加総数：261名

立地町議会全員協議会への説明：1８回（福島第一）、19回（福島第二）
浪江町議会全員協議会への説明：4回、葛尾村全員協議会への説明 ：１回
川内村議会全員協議会への説明：2回、広野町議会全員協議会への説明：1回
都路村議会全員協議会への説明：3回、いわき市議会への説明 ：1回
原町市議会全員協議会への説明：1回、

１．訪問による理解活動

●立地町全戸訪問の実施

●地域オピニオンへの訪問

・第１回 期 間：Ｈ14年９月３日～11日

・第２回 期 間：Ｈ14年９月18日～24日

訪問戸数：約5,600戸（福島第一）
約7,300戸（福島第二）

不正発表以降（平成１４年８月２９日～平成１６年３月３１
日）

94件実施、延べ約6,000名に説明（福島第一）

144件実施、延べ約5,000名に説明（福島第二）

５．モニター活動

●モニター懇談会の実施

●モニターによる所員への提言

〈４回／年〉

〈不正発表以降３回実施〉

〈構成メンバー〉

事務系副所長（委員長）、所長付部長、

総務部長、広報部長、広報担当等（計12名）

４．地域ニーズへの迅速な対応

●地域の声活用委員会の設置（H15年10月より）
〈目的〉

地域の方々から頂いたご意見・ご要望に対して迅速かつ誠実に回答するた
め、委員会を設置し、窓口を一本化して対応する。

〈実績〉

地域の声対応総数：894件（H16年8月末現在）

３．現場公開の実施

●圧力抑制室異物問題を踏まえた現場公開

●原子炉格納容器漏えい率検査の現場公開

所在町協議会による視察
（H15.11.21）

公募による見学会
（H15.12.12）

福島第一 １号機原子炉格納容器漏えい率検査（H16.5.27）

1 8 6

5 7

1 3 7

3 6

8 5 5 5

3 2

2 0

0 1 0 0 2 0 0 3 0 0 4 0 0 5 0 0 6 0 0 7 0 0

苦 情

お 褒 め

質 問

意 見 要 望

広 報 活 動 に 対 す る ご 意 見 等 発 電 所 の 安 全 管 理

社 内 風 土 、 地 域 と の ｺﾐｭﾆ ｹ ｰｼ ｮ ﾝ 情 報 公 開 関 連

廃 炉 、 増 設 、 原 子 燃 料 サ イ ク ル 関 連 異 物 問 題 関 連

原 子 力 防 災 関 連 交 通 ･ｺﾞﾐ関 連

発 電 所 の 雇 用 関 連 教 育 支 援

漁 業 補 償 関 連 そ の 他

6 1 7

1 7 1

7 5

3 1

平 成 １ ５ 年 １ ０ 月 ～ 平 成 １ ６ 年 ８ 月

＜ １ １ ヶ 月 間 総 数 ＞

８ ９ ４ 件

平成 １６年 ９月
福島第一原子力発電所
福島第二原子力発電所
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